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序　　文

福岡市は古くから大陸との文化交流の門戸として発展を遂げてきました。そのため市内には

数多くの歴史的遺産が残されています。それらを保護し、子孫に伝えることは私どもの義務で

あり、本市では一「海と歴史を抱いた文化の都市像」を目標の一つとしてまちづくりを行なって

います。

しかし、近年の都市開発事業によって貴重な先人の足跡が失われていくこともまた事業であ

ります。このため本市教育委員会では事前に発掘調査を行い、記録保存によって後世にそれら

を伝えるよう努めています。

今回報告する田村遺跡においても学校、団地等の建設に伴い発掘調査を実施してきました。

本書は道路建設に先立ち行なった調査の成果をまとめたものです。この度の調査では、古代か

ら中世を中心とする貴重な資料を得ることができ、早良平野における該期の社会を考察する上

で大きな役割を果たすものと思われます。

今後、本書が文化財保護への理解と認識を深める－一助となると共に、学術研究の資料として

活用項ければ幸いに存じます。　最後になりましたが、発掘調査から本書の刊行に至るまで、

御理解と御協力を賜りました多くの方々に対し、心から謝意を表します。

平成6年1月

福岡市教育委員会

教育長　尾花　剛



例　　言

1．　本書は福岡市早良区役所土木農林課による福岡市早良区田地内道路改良に伴い、福岡市

教育委員会が発掘調査を実施した田村遺跡第8次．11次・13次の調査報告書である。

2・　本書で報告した各調査の細目は以下の通りである。

調査次数 調査番号 遺跡略号 調査地所在地 調査面積 調査期間－

第8 次 8847 T M R －8 早良区田785－1他 632m 2 1988 ・1－2－1989 ．3

第11次 9059 T M R －11 早良区田798－1他 656m 2 199 1 ．1～1991 ．3

第13次 9247 T M R －13 早良区田1076－1他 58 1m z 1992 ・12－1993 ．1

3．　本書に掲載した遺構実測図の作成は第8次調査を二宮忠司・瀧本正志・大庭友子．村上

かをlOが、第11次調査を吉留秀敏が、第13次調査を榎本義嗣．辻節子が行なった。

4．　本書に掲載した遺物実測図の作成は第8次調査を瀧本・力武卓治が、第11次調査を吉留

．亀井明徳・井英明が、第13次調査を榎本が行なった。

5．　本書に掲載した遺構写真の撮影は第8次調査を二宮．瀧本が、第11次調査を吉留が、第

13次調査を榎本が行なった。

6．　本書の掲載した遺物写真の撮影は第8次調査を力武が、第11次調査を吉留が、第13次調

査を榎本が行なった。

7．　本書に掲載した挿図の製図は第8次調査を瀧本が、第11次調査を吉留．井が、第13次調

査を榎本・黒田和生が行なった。

8・　本書で用いた方位は磁北で、真北より6。21′西偏する。

9．　遺構の呼称は掘立柱建物をSB、土坑をSK、溝をSDと記号化した。

10・　遺構番号は本書内で3桁の通し番号とし、調査時に用いた番号とは異なる、。

11．　本書に関わる図面、写真、遺物等の一切の資料は、福岡市埋蔵文化財センターに保管さ

れる予定である。

12．　本書の執筆は以下の通りである。
／

I．－2．1）、III・－1・、Ⅳ・11．　　　瀧本

Ⅰ．－2・2）、III．－2．

Ⅳ・－2．

その他

－土ぶ刀
言　田

吉留・亀井

また大澤正己先生から第13次調査出土鉄棒の調査報告を項き、付論として掲載すること

ができた。

13・　本書の編集は瀧本・吉留の協力を得て、榎本が行なった。



本　文　目　次

Ⅰ．はじめに

1．調査に至る経緯

2．調査組織

1）第8次調査

2）第11次調査

3）第13次調査

II．遺跡の環境と概要

1．立地と歴史的環境

2．田村遺跡の概要

III．調査の経過

1・第8次調査

2・第11次調査

3．第13次調査

Ⅳ・調査の記録

1．第8次調査

1）概要

2）遺構と遺物

2・第11次調査

1）概要

2）遺構と遺物

（2）水田跡

3）小結

3・第13次調査

1）概要

2）遺構と遺物

（1）掘立柱建物

（2）土坑



（4）その他の遺物

Ⅴ・結語

付論　田村遺跡第13次調査出土鉄棒の金属学的調査

挿図　目　次
第1図　周辺遺跡分布図（1／50，000）

34

35

36

37

第2図　田村遺跡調査区位置図（1／8，000）

第3図　第8次調査区位置図（1／2，000）

第4図　第8次調査遺構配置図（1／300）

第5図　SD001北壁土層断面実測図（1／50）

第6図　SD001南壁土層断面実測図（1／50）

第7図　出土遺物実測図（1）（1／3）

第8図　出土遺物実測図（2）（1／2、1／3）

第9図　出土遺物実測図（3）（1／3）

第10図　第11次調査区位置図（1／2，000）

第11図　SD001土層断面実測図（1／40）

第12図　SD001上層出土遺物実測図（1／3）

第13図　SD001下層出土遺物実測図（1）（1／3）

第14図　SD001下層出土遺物実測図（2）（1／3）

第15図　SD001最下層出土遺物実測図（1／3）

第16図　SD001出土遺物実測図（1／3）

第17図　SD004土層断面図（1／60）

第18図　水田跡出土遺物実測図（1／3）

第19図　第13次調査区位置図（1／2，000）

第20図　SB005実測図（1／100）

第21図　SKO06・007．008・009実測図（1／40、1／60）

第22図　SK006出土遺物実測図（1）（1／3）

第23図　SK006出土遺物実測図（2）（1／3）

第24図　SK006出土遺物実測図（3）（1／3）

第25図　SK007・008出土遺物実測図（1／3）

5

6

9

0



第26図　SDOOl・010土層断面図（1／60、1／40）及びSDOOl出土遺物実測図（1／3、1／4）

第27図　遺構検出面出土遺物実測図（1／3）

第28図　田村遺跡溝配置図（1／3，000）

第1表　田村遺跡調査一覧表

表　目　次

34

35

36

第2表　SK006出土遺物法量一覧表

付　　　図

田村遺跡第8次・第11次・第13次調査遺構配置図（1／200）

7

5



図　版　目　次

巻頭図版1（1）第8次調査区北半部全景（南から）

（2）第8次調査SD001遺物出土状況

巻頭図版2（1）第11次調査区全景（南から）

（2）第13次調査区南半部全景（南から）

図版1　田村遺跡周辺航空写真

図版2（1）第8次調査区南半部全景（北から）

（2）第8次調査区南半部全景（南から）

図版3（1）第8次調査区北半部全景（北から）

（2）第8次調査区北半部全景（南から）

図版4（1）第8次調査SP001南壁土層断面（北から）

（2）第8次調査SD001北壁土層断面（南から）

図版5　第8次調査出土遺物

図版6（1）第11次調査区全景（南から）

（2）第11次調査SD001（南から）

図版7（1）第11次調査SD001（北から）

（2）第11次調査SD001土層断面（南から）

図版8（1）水田跡土層断面（南から）

（2）第11次調査風景（南から）

（3）SDP04土層断面（西から）

図版9　第11次調査出土遺物

図版10（1）第13次調査区南半部全景（南から）

（2）第13次調査区北半部全景（南から）

図版11（1）SK006（東から）

（2）SK006中央部遺物出土状況（東から）

（3）SK006越州窯青磁碗出土状況（西から）

図版12（1）SK007（南から）

（2）第13次調査SD001（南から）

（3）第13次調査SD001土層断面（南から）

（4）SD010土層断面（東から）

図版13　第13次調査出土遺物Ⅰ

図版14　第13次調査出土遺物II



Ⅰ．はじめに

1．調査に至る経緯
1

1988年（昭和62年）11月、周知の埋蔵文化財包蔵地域内の早良区田村地内で道路改良工事の

準備が行われていることを当時文化部埋蔵文化財課職員が発見した。連絡を受けた埋蔵文化財

課は、直ちに、関係機関に工事地が遺跡内（周知の埋蔵文化財包蔵地）であることを連絡する

とともに、工事の準備の停止を求めた。連絡を受けた工事所管課の早良区役所土木農林部土木

農林課は、工事の準備の停止を行うとともに、埋蔵文化財課へ道路改良事業予定地内における

埋蔵文化財の有無確認を依頼した。依頼を受託した埋蔵文化財課は、工事地内が周知の埋蔵文

化財包蔵地域（田村遺跡）に含まれるとともに、工事地の南に位置する田村遺跡の第5次調査

等で発見した中世の遺構の広がりが想定されることから、試掘調査を実施することにした。そ

の結果、第5次調査で検出した土地の区割溝と推定されている南北溝の延長部を確認した。こ

の試掘調査成果をもとに関係機関と協議を行い、1988年12月から田村遺跡第8次の発掘調査を

実施することとなった。

また、1990年6月には第8次調査区北側で同事業の継続に伴い、埋蔵文化財の有無について

の確認依頼が申請された。埋蔵文化財課では同調査区で確認された南北溝の延長が予測される

ことより土木農林課と協議をもち、1991年1月から第11次調査を実施することとなった。

更に1992年8月には第11次調査区の北側での同事業の継続に伴う同様の確認依頼が申請され

た。第11次調査によっても追認された南北溝の延長が考えられることよ生埋蔵文化財課では

土木農林課と協議をもち、1992年12月から第13次調査を行うこととした。

－1－



2・調査組織
1）第8次調査
調査委託：早良区役所土木農林部土木農林課

調査主体：福岡市教育委員会文化部（現　文化財部）埋蔵文化財課

教育長　　　　　尾花剛　（現任）　　佐藤善郎（調査時）

文化財部長　　　後藤直　（現任）　　川崎賢泊（調査時）

埋蔵文化財課長　折尾学　（現任）　　柳田純孝（調査時）

同課第1係長　　横山邦継（現任）　　折尾学　（調査時）

調査担当：主任文化財主事　二宮忠司（現　埋蔵文化財センター主任文化財主事）

文化財主事　　　瀧本正志（現　文化財整備課文化財主事）

事務担当：　　　　　　　　入江幸男（現任）　松延好文（調査時）

調査補助：　　　　　　　　大庭友子　村上かをり

資料整理：青柳恵子　牛尾美保子　内山孝子　江崎木綿　尾崎京子　斉藤美紀枝　唄よし子

目名子節子　真名子順子　渡辺ちず子

調査協力：有田吉大　井田菊太郎　伊藤みどり　牛尾秋子　牛尾奈美枝　牛尾二三子．

牛尾豊　尾崎達也　尾崎八重　大内文恵　金子ヨシ子　菊地栄子　倉光ナツ子

榊光雄　正崎由須子　白坂フサヨ　惣慶とみ子　岳美保子　典略初　鍋山千鶴子

西嶋サキ　西嶋マツ子　林嘉子　平田タマエ　平田勇男　平田千鶴子

細川ミサヲ　真名子ユキエ　山西人美　結城シズ　結城千賀子　結城信子

結城弥澄　協坂武実　協坂ミサヲ

2）第11次調査
調査委託：早良区役所土木農林部土木農林課

調査主体：福岡市教育委員会文化部（現文化財部）埋蔵文化財課

教育長　　　　　　尾花剛　（現任）　　佐藤善郎（調査時）

文化財部長　　　　後藤直　（現任）　　川崎賢泊（調査時）

埋蔵文化財課長　　折尾学　（現任）　　柳田純孝（調査時）

同課第1係長　　　横山邦継（現任）　　折尾学　（調査時）

事前審査　　　　　瀧本正志
ヽ

調査担当：文化財主事　　　　吉留秀敏

整理補助：井英明

事務担当：　　　　　　　　　入江幸男（現任）　　松延好文（調査時）

資料整理：尾崎君枝、甲斐田喜子、木相島子、丸井節子、森部順子

－　2　－



3）第13次調査
調査委託：福岡市早良区役所土木農林部土木農林課

調査主体：福岡市教育委員会文化財部埋蔵文化財課

教育長　　　　　　尾花剛　（現任）　　井口雄哉（調査時）

文化財部長　　　　後藤直　（現任）　　花田兎一（調査時）

埋蔵文化財課長　　折尾学

同課第1係長　　　横山邦継（現任）　　飛高憲雄（調査時）

事前審査：主任文化財主事　　井澤洋一

文化財主事　　　　長家仲　（現任）　　吉武学　（調査時）

調査担当：文化財主事　　　　榎本義嗣

事務担当：　　　　　　　　　入江幸男

整理作業：有馬千恵美　西島信枝　原田真美　松尾幸子　松尾真澄

調査作業：金子啓佑　井上トミコ　井上ヒデコ　井上磨智子　金子ヨシ子　菊地栄子

清末シズエ　正崎由須子　辻節子　林嘉子　平野ミサオ　森山宣子

結城千代子　和田裕見子

－　3　－



II．遺跡の環境と概要

1．立地と歴史的環境

玄界灘に北面し、背後に脊振．三郡山系をひかえる福岡市には西から今宿、早良、福岡、粕

屋の中小平野が展開する。これらの各平野は山系より派生する丘陵、山塊によって画され、古

くから地理的、歴史的に独自の環境を有している。

今回報告する田村遺跡の位置する早良平野は西側を脊振山系から北に派生する飯盛、長垂山

塊に、また東側を油山山塊に区切られ、平野の中央には室見川が博多湾へと北流する。平野に

は河口部を中心に洪積台地が点在し、北辺部には砂丘が形成されるが、その大部分は室見川を

中心として金屑川、十郎川などの中小河川による沖積作用によって形成される。

田村遺跡は平野中央南側の沖積地上に立地し、室見川中流の東岸400mに位置する。

平野南部の周辺遺跡を概観すると、純文時代では田村遺跡の南側に位置する四箇道跡で後・

晩期を中心とする多量の土器・石器又、植物遺体が確認されている。また、その南東の重留遺

跡では晩期の竪穴住居、墓地等から構成される集落が検出され、該期の好資料を提供した。

縄文時代末から弥生時代前期には平野の中央部以南にすでに生活の痕跡が認められ、重留遺

跡、岩本遺跡、東入部遺跡では竪穴住居、貯蔵穴、甕棺墓等が確認されている。室見川を挟み

本遺跡と対噂して扇状地に広がる吉武遺跡群には前期から中期を中心として大型掘立柱建物や

青鋼器等の副葬品を有する甕棺墓群が検出され、該期の当平野における首長層の消長を考える

上で極めて貴重である。また、東入部遺跡においても吉武遺跡群に並行する時期の同様の遺構

が認められるが、その内容には格差があり社会構造を考察する上でも興味深い。沖積地におい

ては四箇遺跡、鶴町遺跡等で水利施設が確認されており、中期から後期にかけて沖積微高地に

生活基盤を求めた様相が窺い知れる。

古墳時代の墳墓ではクエゾノ古墳、樋渡古墳、拝塚古墳、梅林古墳等の首長墓が4世紀末～

6世紀中葉にかけて築造され、後期になると平野周縁の山麓部には多数の群集境が営まれる。

集落は弥生時代の後期に一部断絶があるが、前代を踏襲し、吉武遺跡群、岩本遺跡、東入部遺

跡等でその形成が認められる。

古代の様相は不明な点が多いが、東入部遺跡で検出された大型建物は官街的な色彩が濃く、

また周辺では最近、製鉄関連の遺構が比較的まとまって確認されていることも含め、今後の調

査成果によってより具体化された歴史像が明らかにされよう。

古代末一中世にかけては沖積地での生活が定着し、企画的で大規模な水利施設が各所で認め

られる。清末遺跡では大型建物や居館が造営され、田村遺跡と同様に沖積地内での水田開発を

担った拠点的集落であったと考えられる。
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第1図　周辺遺跡分布図（1／50，000）
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跡も含め周辺地城には整然とした条理地割が既存の道路・水路．水田畦畔に良好に遺存してお

り、その地割に重複する溝が第5・7・12次調査で検出されている。今回報告する第8・11．

13次調査地は第5次調査で確認されたSDl00の北側延長部に該当し、以下の調査成果に示す様に

同様の溝の継続が確められ、区画の精度を再認識することとなった。

調査次数 調査年度 調査概要 調査報告書 、－

果 1 準 － 197 8 古埠時代前期の土坑 、平安時代の土坑等 由報第 －70集

第2 次 19 80、 198 1 弥生時代中期の河川・井凰 古代～中世の柵－・掘立柱建物・竪穴住居・土壌墓等
市報第 89集

市報第10年集

第3 彿 198 1、－198 2 弥生時代の竪穴住居 ．河川 ・杭姉 中世の確立柱建物 ・井戸等 －市報第167集

第 4 次 1982、 19 83－ 平安時代の掘立柱建物 ．土坑 ．井戸等 市報第216集

第 5 次 1984、 1985 馳文時代後．卿 土坑、弥生時代前期の甕棺墓、相 の嘩立柱建物・土坑・井戸一滴 等
市報果19 2集

一重頭第20 0集

第 6 次 1984 縄文時代後 ▲晩期の ピッ ト等 未報告

第ウ次 198 4 古墳時代の竪穴住居．・甕棺墓、一一中世の溝等 市報第168集

第 8 次 19 88 中世の溝等 本報告

第9 次 1989 中世の溝 ・土坑 ・柱欠等 市報第30 2集

第 1．0次 19－89 中世の溝 ．柱矢等 未－報告

第11次 199 0 中世の溝等 － 本報告

第12次 199 2 中世の溝 ・土塊 ・井戸等 市報第385集

第 13次 －．－ 199 2 平喪時代土坑、ヰ 世溝等 本報告

墾 4一次 19 92 平安時代掘立柱建物等 未報－車

第15次 1993 平安時代掘立柱建 物等 未報告

第16次 1993 旧河川等 未墾壷

第17次 199 3－ －．弥生中期前車■後半痙穴住居 －・溝等 未報告

第1蓑　田村遺跡調査一覧表

－　7　－



III．調査の経過

1．第8次調査
発掘調査は、1988年（昭和63年）12月2日に着手し、1989年（昭和64年）3月11日に終了し

た。調査に際しては、次の二点を調査の主題として設定した。一点は、第5次調査で検出した

中世集落の広がりをおさえること。二点目は、第5．7両次調査において確認された、中世の

土地区別と密接な関係が考えられる南北溝と現在に遣る土地区画との関係、および溝が内包す

る地形形成を明らかにすることであった。バックフォーにより南半部から表土の除去を開始し

た。その結果、表土下0．7mの遺構検出面において、第5次調査でSDl00と称される南北溝と教

条の規模の小さい溝を検出した。南北溝は、岸の東岸を確認するに止まり、調査区中央部にお

いて僅かに向きを西に変える。港内からはコンテナ20箱の陶磁器等が出土した。調査途中の2

月中旬からは、瀧本が緊急調査のために担当を外れ、二宮が一人で担当した。

出土遺物の整理、報告書の刊行は、1993年4月～1994年3月に行なったが、これは瀧本、二

宮の両名ともに埋蔵文化財課から異動したためによる。

2．第11次調査
調査にあたって、事前に現場事務所を設置し、機材の搬入を行った。田村遺跡群の第11次調

査地点は第8次調査地点の北側に連続する道路部分である。幅約6m、長さ約110mの調査区を

設定した。調査開始以前に水田用水路を調査区の西側に沿って付け替えた。調査は1991年1月

18日に、まず重機により表土、客土の除去から始めた。排土は隣接の水田にビニールシートを

敷き仮置きした。その後人力により遺構検出を進め、検出した遺構については順次調査を行っ

た。遺構の掘り下げに沿って、遺構図、土層断面図の作成、写真撮影などをおこなった。調査

終了後は再び重機により埋め戻し、転圧をおこない、復旧した。作業の終了は1991年3月9日

である。その後機材の撤収、現場事務所の解体をおこない、全作業を終了した。

3．第13次調査
調査区内で排土置場を確保することが困難であったたため、止むを得ず南北に調査区を分け、

打って返しの調査を実施することとした。まず、第11次調査に継続する南側調査区の重機によ

る表土剥ぎを1992年12月1日より開始した。調査区の略中央には南側より延びる既存の水路が

設置され、その除去にかなりの時間を費やした。また、既設の南側水路は常時の水量は少量で

あったが、降雨等によって時折増水し、調査区が水没するなどの困難に見舞われたが、当初か

ら予測されていた溝等の遺構を確認した。南側の調査を終了した翌年1月上旬に重機によって

排土を反転し、北側調査区の表土剥ぎを行なった。全調査の終了した1月下旬に重機による埋

め戻し及び仮水路の設置を実施し、1月30日を以て全作業を終了した。
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Ⅳ．調査の記録

1・第8次調査

1）概要
調査地を含む一帯は、方一町（約109m）に区画された水田が

広がり、古地形が良好に遺．っている。調査地は、この区画され

た坪の東西辺を画す境界上に位置する。近年の調査地の周辺に

おける発掘調査では、この整然とした土地区割りに密着に関係

すると考えられる遺構が、相次いで発見されている。調査地か

ら真南に50mの地点、すなわち坪は異なるものの、同じ区画線

上に位置する地点では、学校建設に伴う発掘調査（田村遺跡群

第5次調査：1984～85年）が実施され、11世紀～14世紀にかけ

ての大規模な集落および12世紀前半機に開削されたと推定され

る大藩が検出されている。報告書では、大溝はSDl00と呼称され、

幅3・5－9m、深さ約1mを呈し、埋土中からは大量の在地の土

器や中国産陶磁器等が出土している。また、調査地を坪の東辺

と見た場合、西辺に位置する地点、およびその区画線上の地点

において行われた発掘調査（田村遺跡群第7次調査：1984年）

においても、SD01と呼称される南北溝を検出している。溝の規

模は、幅2－3・2m、深さ約0・15mを呈し、埋土中からは12世紀

後半～13世紀に比定される土器、陶磁器等が出土している。

本調査地における遺構検出は、地表下0．7m、標高13．6mを測

る茶灰色粘性砂質土上面で行い、南北溝のSD001（田村遺跡群第

5次調査SDlOO）をは、じめ東西溝SDOO2、南北溝SDO03等を確認

した。調査区内では、SD001の全容を明らかにすることはできず、

溝の東岸を確認するに止まった。溝の埋土から出土した中国産

陶磁器類などの遺物が示す年代は、第5次調査の所見と同じく

するものである。現在の水路およびか畦畔は、中央部で逆「く」

の字状に轡曲し、SDOOiも同様な形状を示している。この状況は、

遺構の形状および土層に遺された水路の堆積状況からも、現水

路がSD001を初現として現在に至ることを物語る。
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2）遺構と遺物
（1）溝

SDOO1（第4－9図，巻頭図版1・

図版4・5）　調査区西半分を占め

南北溝で、北流する。総長99m、深

さ0・8mを検出したが、調査区から北

へさらに続く。溝の幅員は、西岸が

調査区外に位置するために不明であ

るが、溝底の形状から5m～7mが

推定される。溝の東岸線は、調査区

中央部でねこれまで北東方向であっ

たのが真北に向きを変え、逆「く」

の字型を呈する。溝の流れも同様と

思われ、この形状は溝の真上に位置

する現水路や畦畔と同じくする。溝

底高は、長さ約100mを測る溝の北南

両端で、0．5mの標高差を有する。溝

の断面は弧を描くように穏やかに立

ち上がり、溝底および溝面近くには

付近一帯を形成する磯混じりの沖積

層が露呈している。

第5．6図に示すように、溝の堆

積状況は、溝が時代の変化と共に堆

積・改修を繰り返しながら、規模の

縮小化、溝底高の高位の変遷をしめ

している。溝は、規模、溝底高等か

ら大きく2群に区分される。一つは

開削期と規模を同じくするもの、他

方は地表面高を現在と同じくし、幅

員が1～3mを呈して開削期の1／

3以下の規模となる群である。両者

の共通項として、両群の溝は変遷を

繰返していく過程において常に初現
第4図　第8次調査遺構配置図（1／300）

－10－



H＝14．80m

（①表土（黒色土）
⑤暗灰褐色土
⑨茶灰色土
⑲黄褐色砂質土
⑲茶灰色砂質土
㊧暗茶色粘性土
⑳灰褐色粘性砂質土

（①灰褐色砂質土
⑤暗灰色砂質土
⑨暗灰褐色砂質土
⑲暗褐色砂質土
⑲灰白色細砂質土
㊥黄灰色粘性土

⑮灰白色細砂質土
⑳灰褐色土＋黒灰色
粘惟土

⑬灰褐色砂質土
㊨暗灰色粗砂質土
㊨黄灰色粘性土

②暗灰色砂質土
⑥黄褐色土
⑲灰褐色土
⑲茶褐色土
⑲暗茶灰色粘性砂質土
⑳茶灰色粘性砂質土
⑮緑灰色シルト

③暗黄褐色砂質土

⑦灰褐色砂質土
⑪茶灰色土
⑮茶灰色砂質土
⑲灰色砂質土

⑬暗灰褐色粘性砂質土

第5図　SD001北壁土層断面実測図（1／50）
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第6図　SD001南壁土層断面実測図（1／50）
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期の溝の中心線に位置する。すなわち、初現期の溝を意識しながら変遷したことが明らかであ

る。

遺物は、覆土中から、土師器（小皿、埠）、磁器（腕、皿、合子）、須恵器（摺鉢、広口壷）、

瓦質土器（椀）、施釉陶器（椀）、石器（鍋、石製品）毎の遺物がコンテナに20箱出土している。

小皿、埠鹿部には糸切り痕跡が認められ、へラ切り痕跡を有するものは認められない。

SDOO2（第4図．図版2）　調査区の南東隅に位置する東西溝で、SDOOlと直交する。幅員2・

5m、深さ0．8mを測る。溝の壁は緩やかな弧を描きながら立ち上がる。溝は、調査区内におい

て長さ1m程の検出に止まったが、さらに調査区外の東方へ延びていることは明白である。西

方については、調査区においてSD001そのものが完全に検出されていないことから不明である。

土地区画に結び付く可能性が高いが、今調査では極めて限られた情報量であるので、今後に期

したい。SDOOlとの時間的前後関係は、同時期もしくはSDO02が若干遅れての開削と考えられる。

遺物は土師器片が少量出土している。

SDOO3（第4図・図版3）　調査区の東半部中央に位置し、SDOOiに並行する南北溝である。

幅員0．8－1m、深さ0．1～0．2を測る。調査区が逆「く」の字型に折れ曲がっているため、直線

的な溝の両端は調査区外に延びる。検出した長さは33mである。溝の壁は緩やかな弧を描きな

がら立ち上がる。調査区内において、他の小規模な溝と合流するが、これが坪の細分化を示し

ているのかは不明である。

遺物は土師器片が少量出土している。
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3）小結
田村遺跡群における埋蔵文化財調査、特に第5・7両次の調査において検出した中世の溝と

．1

現在の地形との位置関係から、遺構の溝は、方1町に大別りする土地区画に結び付くことが指

摘されている。本調査においても、第5次調査で検出した北流する南北溝（SDlO0）の延長部を

本調査内において部分的ながら確認することができた。本章では、今次調査の成果をまとめる

とともに問題点を幾つか取り上げ、今後の周辺地城における調査研究を進めるための手がかり

としたい。

溝SDO01の開削時期

第8次調査では3条の溝を検出した。SDOOiは、第5次調査で検出したSDOOiの延長部である

ことは、位置、規模、出土遺物から裏付けられよう。開削時期については、出土遺物から12世

紀前半に比定され、溝の改修等の問題も考えられるが、基本的には第5次調査報告の所見と同

じくする。

溝SDO01の流路が示すもの

溝の有する機能としては、第一義的には水の送排水であり、副次的に土地の境界を示すこと

が考えられる。水路の形態は、土地区間の本来のあり方や、溝の第一義的目的を効率的に運用

させることを考えると、直線的形態が機能的である。しかしながら、第5．8両次調査で検出

された溝は、周辺地形が平坦でありながらも直線的とは言う難い形状で、蛇行や折曲を里し、

北流する。さらに、溝の土層断面の状況から、現水路は、その幅員を縮小させてはいるものの、

本質的な形状は開削時を踏襲していることから、下層の中世の溝と現地形とは、′連帯性の結果

であることが今回の調査で明らかとなった。すなわち、現在の地形の祖型となる状態は、中世

の早い段階で決定されたものと思われる。さらに、この中世溝と現地形（畦畔、水路）とが継

続しながら重なりあう所見は、土地所有の形態について一つの仮説が考えられる。つまり、溝

SD001をも含む一帯は、土地が細分されること無く、溝の流路に変形が生じた以降（12世紀以降）

も、畢期間にわたって個人（1団体）の所有であったことが考えられる。なぜならば、溝SD00

1を含む一帯が個人（1団体）の所有であるならば、溝の流れ、流路の変化に伴う耕地面積に変

化が生じても問題は無いと考えられるからである。すなわち、現在の祖型となる土地区割りが

成立した後も調査地一帯の所有者に変更が生じても、広範囲な土地を個人（1団体）が所有す

るという所有形態には変化が生じなかったことを示唆するものであろう。

今後の課題

溝は時代の経過と共に規模も変化しているが、これは、時代や社会が溝への要求量の変化を

反映したものであろう。しかしながら、開削当初に求められていた機能、およびその質や量も

不明である。現在の地形が中世に祖型を求められることについては明らかにしたが、溝の規模

を変化させた社会要因を明らかにする必要があろう。
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2．第11次調査

1）概要
田村遺跡群の第11次調査地点は第8次調査地点の北側に連続

する部分である。道路予定地であるために幅6－7m、長さ約

110mの調査区を設定した。調査開始以前は農道、水田用水路が

あった。農道は幅3－4m、用水路は幅2m程度であった。農

道上面は標高14・0mであり、用水路は最も深いところで0．8mの

深さがあり、溝底は標高約13．2mを測る。農道と用水路の両側

は一部に宅地と畑地があるものの、何れも造成により水田を埋

め立てたものであり、近年まで水田であった。現在の水田面は

この農道、用水路を隔てて西側が標高13・95m、東側が標高13．

90mであり、僅かに西側が高い。

用水路は周囲の雨水が流れるために調査にあたって調査区西側

に付け替えた。また、新設される道路予定範囲のうち隣接境界

線に接する部分を安全のため50cm程度残した。

調査はまず、道路面、用水路部分の表土、上部上層を重機に

より除去し、その後、人力により残存した客土や橡乱土の除去

を行い、遺構の検出を進めた。

遺構検出を開始してまもなく調査区の全域にわたって南北方

向の溝状遺構が現れた。この遺構をSDOOlとした。SDOOlは現代

の用水路をほぼ並行し、切り合っている。1988年に調査された

第8次調査溝SDlOOに連続するものとみられた。SDOOiは調査区

内で約20mおきに縦断するトレンチを設けて、調査を行った。

つぎに調査区南側のSD001の東側では部分的に水田面らしい遺

構を確認した。しかし、洪水砂による擾乱があり、面的広がり

はつかめなかった。

なお、調査の最終段階に調査区南壁の土層確認を行う目的で

トレンチを設けた。南壁は調査期間中に雨水のため上部が崩壊

したため、当初の調査範囲より1mほど広げた位置に再度設け

た。その際、溝SD001から東方向へ分岐する溝状遺構を確認した。

この位置は現在の水田面に遺存する「条理遺構」の坪境にあた

ることや、土層観察などから溝SD001とほぼ同時期に設けられ機
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能した水路であったと判断し、溝SD004と付称した°その規模や形態は遺構が調査区境界にまた

がり、且つ遺構確認前にトレンチ掘削を行ったために明確に把握できなかった。

また、調査区北側では溝SD001内哩土と、その周辺の基盤層である粗砂層に含まれて、鉄棒が

出土した。周辺にトレンチを設けて調査を行ったが関連遺構は未検出であった。

2）遺構と遺物
（1）溝
SDOO1（第11図）溝は南側で広く北側にしたがい狭く、浅くなる。また溝は完全な直線でな

く、緩く蛇行している。調査区の最も南側で幅4．1m、深さ0・5m、調査区中央付近で幅3・Om、

深さ0．35mを測る°調査区北側では西側が調査区外に延びるために幅は不明であり、深さは0．

3mとなる。断面形は緩いU字形もしくは東側が急な立ち上がりをもつ薬研掘状をなす。溝の底

面は基盤の砂礫層に達している。港内の哩土は砂層と砂礫層の互層であり、腐植土などの形成
1

は認められなかった。埋没にしたがい次第に流路が西側に偏っていったとみられた。

溝内からは多くの遺物が出土した。遺物の取り上げに際して、上層と下層に区分した。また

底面直上の埋土中の遺物を最下層として取り上げた。

a・上層出土遺物（第12図）

12世紀の遺物を検出しており、13世紀まで降る遺物はみられない。

1は糸切り土師器小皿で、外面口縁下に1本の圏線が明瞭にめぐる。口径8・9cm。2－8は白磁

で、2はわずかに青味をおびた釉薬が下半までかけられた皿であり、外面に放射状の刻線を、

内面にも凹線が対応している。露胎の外面高台内には橙色を呈する円班状部分がみられる。3

の皿は、わずかに緑色をおびる灰白色釉が高台直上までかけられ、口縁付近には釉垂れがある。

口縁端を水平にまげ、内面に圏線をめぐらす特徴をもつ。4の皿も2とにた釉色で、うすい灰

1灰褐色粗砂（炭化物片含）　　2　暗灰褐色砂礫
5　黄灰色粗砂と灰褐色砂磯層埋　6　黄褐色粗砂
9　暗灰色粘質土　　　　　　10　灰褐色砂礫
13　暗灰茶色砂礫　　　　　　14灰白色中砂

3　灰一黄灰色粗砂　　　4　灰～暗灰色細砂
7　暗灰褐色土　　　　　8　暗灰色細～徴砂
（上面に足跡あり）12灰褐色細～徴砂
11灰褐色土
15　灰白～暗灰色微～
中砂層理（木片含む）

第11図　SDO01土層断面実測図（1／40）
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色の硬質な胎土である。内底を3本単位の線で5分し、各々を櫛線文でうめている。5の碗も

同様な灰色胎土に透明釉がかけられ、内底を輪状に釉剥ぎ、その部分には白い砂が付着してい

る。6は口縁端部をかるく外反させる碗で、内底に圏線をいれる。釉薬は体部中位以下を大き

く露胎にし、内面の一部にも無釉部分がある。高台は直立し、高さ1．2cmをはかる。7、8は玉

縁口縁碗であり、7の口縁肥厚部分は幅1．6cmとおおきい。8は内底に圏線を有し、高台内挟り

は浅く、決り部分径の底径に占める割合は0・83である。

9と10は青磁椀で、9は通有の櫛描文で透明度の高い青磁釉が黄緑色に発色し、細かい櫛目

が外面に施文されている。10は、内面にへラにより蓮華文を片切彫りする竜泉窯製品とみられ

るが、内外の凸部分の淡緑色釉がすべてカセた状態になっている。肉厚で露胎の高台には、兜

≒こ二二っ⊆二三ク1

＼一度聖ヒ讃′ 畠

『ミ≡∃言2

．

、t±±二子．

・、・－．

10cm
－

L一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

第12図　SD001上層出土遺物実測図（1／3）
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第13図　SD001下層出土遺物実測図（1）（1／3）
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巾状の削り出し部分にハマ跡とみられる黒点がかすかに付着している。

これらはいずれも12世紀の遺物であり、この溝の埋没年代は、12世紀後半と考える。

b．下層出土遺物（第13・14図）

SDOOl上層とにた遺物組成である。

土師器の出土は少なく、1はへラ切り底の杯で、体部はヨコナデ、内鹿部はナデ、外底には板

状圧痕がみられる。口径15．4cm、器高3．4cm。2～6は瓦器皿・椀である。2の小皿は、ヨコナ

デの調査がみられる口縁部内外は黒色となり、鹿部はへラ切りである。3－6の瓦器椀は、体

部に稜がなく、口縁を肥厚させることもない形態である。3は、内面と外面は口縁下のみ燻さ

れ、肉厚で断面三角形の高台をつける。鹿部には板状圧痕をのこしている。4は内外ともに黒

色で、直立高台である。5は、肉厚な体部に短い高台をつける。内面は黒色で、底は一方向の、

口縁付近は水平方向の、いずれも雑なミガキが施されている。外面は、口縁付近は黒色、それ

以下は灰色で、凹凸が多く、凸部にのみ申し訳程度のミガキがなされている。6は、内外とも

に黒色を呈し、外面も、口縁付近のヨコナデ部分をのぞいて、粗雑ながらミガキが高台まで施

されている。その高台は低いながらも、完整で、わずかに外反し、底は中央部で高台より下が

っている。口径15・2、器高4．7cmをはかる。

7－17は白磁である。7～9は皿型品であり、8の内底は重ね焼きのために輪状に釉薬が剥

ぎとられ、白い砂が付着する。9は口縁を水平にのばし、内底に鏡様に圏線をめぐらしている。

高台以下は露胎で、灰白色釉がそれ以上にかけられている。10以下は碗で、10は高台内決りを

’＼、。＝∠ぞ

第Ⅰ4図　SDO01下層出土遺物実測図（2）（1／3）
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やや斜めに削り、外底にうすく橙色をおびた円班の焼台痕がのこる。11は高い高台をもつタイ

プで、灰色をおぴた白磁釉が滑らかに高台土までかけられ、内底中央に二重圏線が不明瞭なが

らもみられる。12は内面にへラと櫛による施文、がみられ、わずかに緑色をおびた灰色釉がかか

る。13も内面に櫛描文のあるタイプで、露胎の高台は直立で、1・6cmをはかる。14－16は玉線状

口縁の椀で、14では折り返しての肥厚状況が断面で観察できる。15と16の相違は、内底に圏線

をめぐらすか否かである。このタイプは外底の挟りが浅く、鹿部厚さは体部の器肉の約2倍あ

る。17は内底を輪状に釉剥ぎする粗製白磁である。焼成後に畳付は研磨している。

18、19は青磁碗で、18の外面はへラにより粗く桟条文をいれる。19は通有の同安窯系青磁で

あり、このほかに青磁で竜泉窯蓮弁文タイプは検出されていない。20は高麗青磁碗であり、高

台幅1．1cmで、推定底径5・0cmであるので、外底挟り率は0．56の玉壁高台である。灰色の胎土に

暗緑色の釉が内外のすべてにかけられ、畳付に目跡がのこる。21は褐釉壷の口縁部で、口には

大きく砂目がのこる。

これらの出土遺物は、12世紀前半から後半におよんでいるが、その前後の時期のものは含ん

でいない。

C．最下層出土遺物（第15図）

この層から検出できた遺物はわずかである。図示しえた1は瓦器椀の鹿部であり、丸みをお

ぴた高台、内外面ともに男色、内底には一方向のミガキが認められる。2は、やや硬質の土師

器椀で鹿部にかなり強く板状圧痕がみられる。

d・その他の出土遺物（第16図）

港内からは中世以前の遺物も出土した。これらの多くは磨滅しており、流水などにより上流

から流れ込んだものとみられた。遺物には土器類、石器類があるが、ここでは時期のわかる土

器類について代表的なものを取り上げ報告する。

1は刻目突帯文土器である。口縁部にのみ突帯を一条張り付ける形式のもので、胴部中位か

ら次第にすぼまる器形をもつ。突帯は口唇部外面に接

して張り付けられている。破片であるが口径は17cm程

度に復元される。2は壷の口縁部破片である。口縁部

は強く外反し、頸部外面に洗練を施す。また口縁部内

面に粘土帯を張り付け肥厚させる。口唇部は面取り状

となる。3から5は甕の口縁部である。口縁部を強く

折り、4、5は内側にやや引き出す。断面が「く」字

形か鋤先状をなす。6は甕鹿部か蓋である。外面には

指押さえが残る。7は器台の鹿部である。8は甕鹿部

であり、底径約8．5cmを測る。9は小型の粗製土器であ

－22－

、、一」三＝＝三才2

0　　　　　　　　　　　　　　　1。cm
1－－－－　　　　！　　　　　　　　　　　　一一ニ」

第15図　SD001最下層出土遺物実測図
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る。口縁部は「く」字に外反する。口縁部と鹿部を欠損する。外面は縦パケ、内面は指押さえ

で、器壁は簿い。10は土師器の二重口縁壷である。口縁は外反し、頸部の締まりはそれほど強

くない。口綾部と頸部の外面にへラ描きの鋸歯文と斜文が施される。口縁径は24．5cmに復元さ

れる。11は土師器の短頸壷である。口縁部内面と胴部外面にはパケ調整が残る。口径は約10cm

である。12は土師器甕である。内外面にパケ調整が残り、内面のへラ削りもやや荒い。口径は

約14cmに復元される。

、一一■∠－て

I

10cm

』。＝一一／一一一2墓

第16図　SDO01出土遺物実測図（1／3）
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1　カタ乱
4　黄色粗砂
7　暗黄褐色土
10　黄褐色中一細砂
13　黄褐色砂質土
16　砂礫
19　暗灰褐色粘土（泥質）

－．－－．一　一一－－一一－－－・一一－．－．－

2　暗青灰色砂質土（造成土）
5　暗青灰色グライ
8　黒褐色土
11暗灰色粗砂．細砂層哩
14　時灰色砂礫
17　暗灰色シルト
20　黄灰色中砂

3　青灰色グライ
6　暗青灰色粗砂
9　黄灰褐色土
12　暗灰色砂礫
15　灰白色粗砂．細砂層哩
18　暗灰白色細砂

第17図　SD004土層断面図（1／60）

以上の遺物は土器様式として1・2・6が板付Ⅰ式から板付II式に対応し（1、6の土器型

式は夜目式である）、弥生時代前期前～中葉に位置付けられる。3－5、7～9が須玖II式に対

応し、弥生時代中期後半から末葉に位置付けられる。10－12が布留式中～新段階に対応し、古

墳時代中期に位置付けられるものである。

SDOO4（第17図）

概要の中で記したように調査区南端で検出した。規模や形態は不明であるが、北側の溝壁面

を確認した。方向はおおよそ東西に向き、溝幅は1．2m以上、深さは0．45m以上である。港内埋

土がSD001と連続していることから両者はほぼ同時に埋没したものとみられる。

（2）水田跡

調査区南側のSD001の東側では部分的に水田面らしい遺構を確認した。これは灰白色の細砂層

に覆われていたものである。足跡状の凹凸が調査区内の広範囲に認められた。また土層観測で

も溝SD001東側岸に沿って僅かな高まりを確認し畦畔の可能性を認めた。こうした点から水田面

が遺存していると判断し、この部分の調査を進めた。しかし、細砂層が安定して堆積している

範囲は狭い。他は粗砂を混えた洪水砂が、下位層を撹乱しており、面的広がりはつかめなかっ

た。足跡状の凹凸も保存状態は良くなかった。細砂層の直下から白磁、瓦器椀などの遺物が少

量出土した。

出土遺物（第18図）1、2の瓦器椀はほぼ同形であり、体部中位で明確な稜をもって反転

させ、その部分以下は器肉を厚くつくる。2では内外面ともにミガキがなされ、口縁直下の凹

部ではヨコナデ調整がのこる。口縁内外が黒色で、他は灰色である。3は白磁皿、白色透明釉

が体部中位までかかり、露胎の外底内挟り部分には、わずかながら砂の付着が認められ、黄変
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している。内面に圏線をいれ、段をつけている。4の白磁碗は、外面に振り線文をいれるタイ

プで、灰白色の釉薬がかけられている。

一／

ミて一一一一一一一一．ク，一一

10cm
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⊆昌一。
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第18図　水田跡出土遺物実測図（1／3）
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3）小結
以上第11次調査の報告を行った。本調査区の南に位置する第8次調査の成果とも重複するが、

簡単なまとめを行いたい。調査区中央に検出された溝SDOOlは8次調査SDlOOの延長にあたり、

ほぼ同じ方向に設けられている。これは早良平野に残る条理状遺構の区画に沿ったものであり、

水田用水路として設けられたものとみられる。SDO04はSDOOiからさらに分水する用水路であり、

その規模は小さい。SD001と同様の遺構は、若干時期が下るが早良平野南部の重留、清末、岩本、

四箇船石遺跡群などでも確認されている。早良平野では南北方向へ幾筋も大規模な幹線用水路

を設け、さらに東西方向に支線用水路を設けて水田へ引水していたものと考えられる。これら

の溝は中から出土した遺物からみて、12世紀後半に下半部分がほぼ埋没してしまったものとみ

られた。なお、SDO01の東側では同時期の水田面とみられる遺構を確認した。この水田面の標高

は13．35mであったが、同じ高さでみると溝の西側には水田面はなく、土層観察から少なくとも

この地点では約15cm上の標高13・50m付近に同時期の水田面があったと考えられる。こうした点

からこの付近の水田への潅漑用水は南から北へと共に、西から東へと送っていたと考えられる。

溝内からは遺物が出土したが、8次調査に比べて量が少ない。これは、8次調査の南側に隣

接して田村遺跡の中心地があり、ここからの流入遺物が距離が離れるほど少なくなるためとみ

られる。なお、田村遺跡は古代から中世にかけて早良平野中部の中心的集落であり、さきの大

規模な水田開発と無関係とは考えにくい。こうして点については今後の調査に期待される。
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3．第13次圃査

1）概要
本調査地は第11次調査地の北側に位置し、東西に水田が広が

る農道、水路に沿った南北方向の調査区である。南側での基本

層序は水田耕作土、床土、遺構面である黄褐色土弱粘質土と続

く。この黄褐色土弱粘質土は比較的薄く、西側で5－7cm、東

側で2～4cm程である。現況でも東側水田面の方が西側に比し

て10cm程度低く、東側では削平が大きい。また、黄褐色土弱粘

質土の下層に淡黄褐色土砂質土が10～15cm程見られ、更に下層

は淡茶褐色粗砂混じりの礫層へ移行する。なお、北側では黄褐

色土弱粘質土が削平を受け、その下層の淡黄褐色土砂質土が遺

構面となる。遺構面の標高は12．6～13．2mを測り、北側に緩く

傾斜する。調査面積は581㎡である。

検出した遺構は平安時代前半の掘立柱建物、土坑、溝、ピッ

ト及び平安時代末～鎌倉時代の溝で、この溝は第8・11次の延

長である。遺構は南側に集中しており、北側では削平が著しく

その密度は簿い。

H＝13．60m

0　　　　　　　　　　2　m
i

L一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一」一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一■一一一一一一一一一」

第20図　SB005実測図（1／100）

2）遺構と遺物

（1）掘立柱建物

SBOO5（第20図）調査区の南側に位置し、南北方向の柱筋を

確認した。東側をSD001及びSKO06に切られ全容を明確にし得

ないが、梁間或いは桁行4間の側柱建物と推定される。
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む）
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第21図　SKOO6．007・008．009実測図（SKO08は1／40，他は1／60）

柱筋の全長は5．7m、柱間は1．3～1・5mを測り、中央の2間の柱間が両側よりも狭い。柱穴は

略円形で、径40－55cm、深さは25－40cmである。覆土は茶褐色土を主体とする。各柱穴から遺

物が出土しており、土師器埠・域・甕、須恵器等の細片が含まれる。

（2）土坑

SKOO6（第21図）　調査区の西側に位置し、東側をSDOOlに切られる。現存で長さ6．0m、幅

1・5mを測る。深さ0・1mの平坦面の中央部と南端に深さ0．1－0．15mの不整形な掘り込みを有す

る。その掘り込み中及びその上位を中心として多量の遺物が出土した。特に中央部では遺物の

集中が著しい。9世紀後半の所産と考えられる。
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第22図　SK006出土遺物実測図（1）（1／3）
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第23図　SK006出土遺物実測図（2）（1／3）
f

出土遺物（第22～24図）　土師器杯・皿・椀、黒色土器A類、須恵器、越州窯系青磁等がある。

なお、出土遺物の一部については後頁に法量一覧表を掲げた。

土師器

埠（1－15）　全て外鹿部にへラ切り痕を残し、1・2・4・11．13．14には板状圧痕を有
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第24図　SK006出土遺物実測図（3）（1／3）

する。口径は11．6i－13・8cm、器高は3．4－4．3cm、底径は6・8－7．6cmを測る。鹿部は略平坦で、

直線的に延びる体部を主体とし、やや丸味を帯びた体部を有するもの（1・8）も見られる。

調整は一部磨滅するものも含まれるが、体部内外面をヨコナデ、内鹿部をナデる。色調は淡黄

橙色を呈するものが大半であるが、8．12は赤橙色である。12は口径、器高共に大きく、脂土

は精良である。11、14の内鹿部には「×」印のへラによる刻線、スタンプが施される。

皿（16－21）　外鹿部はへラ切りを残し、16．20．21には板状圧痕が認められる。口径は13・

6－14．8cmを測り、器高の高いもの（16．17）のうち16は体部を外反させ、17は内湾気味に立ち

上がる。器高の低いもの（18～21）では緩い外反する体部を有するもの（18・20．21）、体部の

上位で屈曲するもの（19）に分けられる。調整は磨滅のため不明瞭なものが多いが、17・20で

は体部内外面にはヨコナデ、内鹿部にはナデが施される。色調は16．17が赤橙色、他は黄橙色

である。

域（22～28）　器形の全容が判明するものは22・23のみで、他は体部の大半を欠く。平坦な

鹿部に断面台形の細い高台部を有し、直線的な体部を有する。28の高台部は垂直に近く低い、

他は外向する比較的高いものである。全て外鹿部にはへラ切り痕を残す。体部及び高台部内外

面はヨコナデ、内鹿部はナデが施される。色調は黄橙色を呈する。

甕（29．30）「く」の字状に外反する口縁部を有する。29は復元口径27．2cmを測り、体部外

面及び口縁部内外面には縦、横方向の刷毛目を施し、汀縁端部には横方向のナデが加えられる。

体部内面はへラ削りを荒くナデ消す。外面頸部には幅の不定な沈線が認められる。外面は黒茶

褐色を呈し、脂土には砂粒を多量に含む。30は復元口径20．0cmを測り、やや張り出す体部を有
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する。体部外面は縦、斜方向の刷毛目、内面はへラ削り、口縁部内外面はナデである。色調は

にぷい橙色を呈し、脂土には砂粒を少量含む。

黒色土器A顆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／

甕（31）　復元口径14．4cmを測る。丸底の鹿部から丸味を帯びた胴部、ややすぼまった頚部

へと続き、外反する口縁部を有する。黒灰色を呈する内面は横方向のへラ磨き、外面は鹿部を

へラ削りし、他にはヨコナデが施される。

囁（32・33）　土師器域と比すると高台部が低く、体部は丸味を帯びる。内鹿部にはへラ切

り痕を残す。32は復元口径18．4cm、器高6・8cmを測る。高台端部はやや外方に張り出し、内外は

ナデる。体部には回転へラ削りが施され、稜線より上位はヨコナデを加える。内面は黒褐色を

呈し、へラ磨きする。33は復元口径18・4cm、器高5．7cmを測る。高台部内外をナデ、丸味を帯び

口縁部まで延びる体部には回転へラ削りの後、ヨコナデを施す。内面は器面が一部剥離し、磨
．

滅するが、へラ磨きが認められる。

須恵器

壷（34・35）34は平底の鹿部から直線的に立ち上がる体部を有すき。外鹿部には同心円状
〉

の叩き痕が残り′一　体部外面にも格子目状の叩き痕が見られるがナデ消される。内面には回転ナ

デが施される。35は張り出す肩からすぼまる頸部へと続く。磨滅が著しく、焼成は軟質である。

越州窯系青磁

碗（36）　灰白色の胎土の全面に淡緑色の釉が施釉され、蛇の目高台を有する。外鹿部には

目跡が認められる。

祐羽口（37）　径7．2cm、孔径2．8cmを測り、両端部は欠失する。外面には面取りが施され、

稜を有する。外面の一部が二次的加熱により淡灰色に変色する。胎土には砂粒を多量に含む。

他にも細片が1点出土した。

砥石（38）　砂岩製の置き砥石で、両端部を欠く。両面を砥面として、利用する。

なお、他に出土遺物として鉄棒があり、その出土総重量は1・2kgである。また、その鉄棒め一

部については分析を依頼し（付論参照）、鍛錬鍛冶樺であるとの結果を得ている。

SKOO7（第21図）　SKO06の西に位置する隅丸方形の竪穴状の土坑で、西側の一部は調査区外

に延びる。幅2．2m、深さ0．15mを測り、長さは2・5m程と推定される。平坦な床面にはPl～

P4の掘り込みを有し、各深さは20、40、20・5cmを測る。P4は浅い凹み状を呈する。

出土遺物（第25図1～8）1－3は土師器埠である。外鹿部にはへラ切り痕を残し、2・

3には板状圧痕が認められる。1は復元口径12・8cm、器高3・4cmを測り、外鹿部にはへラによる

「×」印の刻線を有する。直線的な体部の内外面はヨコナデ、内鹿部にはナデが施される。4

は皿で、復元口径13・8cmを測る。体部は緩く外反する。外鹿部はへラ切りで、体部内外面をヨ

コナデ、内鹿部はナデである。5・6は土師器埠で、体部の大半を欠失する。SK006出土のも
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第25図　SK007・008出土遺物実測図（1／3）

のに比して低い外向する高台部を有する。共に外鹿部にはへラ切り痕を残し、5には板状圧痕

が認められる。7は低い高台部を有する黒色土器A類域である。体部外南下半には回転へラ削り、

内面にはへラ磨きが施され、外鹿部はナデる。8は土錘で、端部を一部欠失する。長さ4．2cm、

最大径1．0cmを測る。他には土師器、須恵器の細片及び鉄棒が少量出土している。

SKOO8（第21図）　SKO07の北に位置する小規模な隅丸長方形の土坑である。長さ1．0m、幅

0．4m、深さ0．25mを測り、覆土は茶褐色土である。

出土遺物（第25図9～13）全て土師器で、9は復元口径10・6cm、器高2．0cmを測る杯である。

外鹿部にはへラ切り痕を残し、板状圧痕を有する。体部内外面はヨコナデ、内鹿部にはナデを

施す。鹿部から体部への立ち上がりは丸味を帯びる010は皿で、復元口径13・4cm、器高1．9cmを

測る。外鹿部にはへラ切りを残し、板状圧痕が認められる。内外面共に磨滅する。11－13は直

線的な体部を有する域で、外鹿部にはへラ切り痕を残す。11・13は鹿部片で、11は体部への屈

曲が鋭い。12は復元口径14．6cmを測り、高台部を欠失する。体部外面には回転へラ削りを施し、

ヨコナデを加える。内面券面は大半が如離する。他に土師器甕等の細片が少量ある。

SKOO9（第21図）　調査区の中央南寄りに位置する。不整な隅丸長方形を呈し、長さ2．9m、

幅。．85mを測り、深さは0・05mと浅い。覆土は淡褐色を呈し、黄褐色土のブロックを含む。出

土遺物には土師器埠、域等の細片が少量ある。また鉄棒が3点出土し、内1点について分析を
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第26図　SDOOl・010土層断面図（1／60，1／40）及びSDOOl出土遺物実測図（6は1／4，他は1／3）

依頼し（付論参照）、SK006と同様に鍛錬鍛冶梓との結果を得ている。なお、他の2点の鉄棒は

指先程の小振りなものである。

（3）溝
SDOOl（第26図）　第8．11次調査から延長する溝で、幅3－4m、深さ15－20cmを測る。こ

の溝に重複する様に現存の水路が掘削されており、遺構の遺存状況は極めて悪い。また、この

水路は最近改修されており、最深部が遺構の底面以下に達している。なお、遺構面の削平によ

り溝は調査区北端より15mの地点で消失する。この第13次調査地の1町（約109m）西では第7

次調査（II・Ⅲ区）が行なわれ、同様の南北方向の溝が検出されているが、本調査地で見られ

たように削平により著しく損なわれている。

出土遺物（第26図1～7）　遺物量は第8・11次に比すると少量で、大半が磨滅した細片で

ある。この状況は上述した第7次調査と類似する。1－3は白磁碗片である。1・2は玉線状

の口縁部を有する。白色の胎土に1には灰白色、2にはやや黄味がかった白色の釉が施される。

3は鹿部片で細身の高台部を有し、外面は直に削り出す。鹿部の器肉は厚手である°淡灰オリ
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－ブ色の釉が一部高台部外面に釉垂れする。胎土は灰白色を呈する。4は須恵器杯で、鹿部と

体部の境は丸味を帯びる。内外面共に磨滅するが、外鹿部にはへラ切り痕が不明瞭ながら認め

られる。焼成はやや軟質である。5は刻目突構文土器で、上方に尖る口縁端部下に突帯を貼り

付け、へラ状工具による刻みが施される。口縁部内面はナデにより凹む。胎土には多量の砂粒

を含む。6は弥生土器甕で復元口径33．8cmを測る。「く」の字状の口縁部の下に断面三角形の突
．．

帯を巡らせる。内外面共に磨滅が著しい。7は玉縁式の丸瓦で、磨滅するが凹面に微かに布目

が認められ、シポリ痕が残る。灰白色を呈する。4－7は混入品と考えられる。他に鉄棒が出

土しており、その総重量は1．6kgである。

SDO10（第26図）　調査区の南端に位置する。東側は調査区外に延び、西側は現存の水路に切

られる。幅1．2m、深さ0・15mを測り、断面は浅い逆梯形をなす。出土遺物には少量の土師器、

白磁の細片の他に鉄棒が総重量で1．5kg出土した。

（4）その他の遺物（第27図1．2）

1・2は土師器塚で遺構検出時に採集した遺物である。

共に外鹿部にはへラ切り痕を残し、平坦な鹿部から直線
．

的な体部へと続く。順に復元口径13．0、13．6cm、器高3．

5、4．1cmを測る。内外面共に磨滅するが、体部内面には

ヨコナデが認められる。
0　　　　　　　　　　　　10cm

L－－．－．2　－　　－－－Ⅰ

第27図　遺構検出面出土遺物実測図（1／3）

．－遺 物

番号
券種 口径 器高 底径

遺 物

番 号
器種 口径 器 高

底径 ・

高 台径

1

坤

／／

（11 ．8） 3 一、9 7 ．6 15 疎 7 ・2

2 －（11 ．6） 3 ．－6 （7 ．4 ） 16

一皿

’（13 ・6） 2 ・6 9 ．8

3 （12 ．0） 3 ．6 － 6 ．8 ′17 （14 ．8） 2 ．9 9 ・6

4 －－′ ．（12 ．2） 3 ．4 －・ （6 ．8） 、18 13 ・8 1 ．9 10 ．0

5 （12 ．6） 3 ．8 つ 7 －．6） 19 （13 ．8 ） 1 ・9 （一一10 一0 ）

6 12 ・－7 3 ．8 、．7 ．3 20 14 ・4 2 ．－1 10 ・9 ．

7 （12 ．8－） 3 ．6 7 ・2 21 14 一3 1 ．7 11 ．5

β 、 （12 ・8 ） 4 ．，2 （6 ・8）－ 22

塙

14 ．5 、 6 ・去 8 ・7

9 12 ．9 4 ．－0 7 一4 － 23 （13 ．8 ） 6 ．2 10 ．0 －

10 Ⅰ－ 1 13 ．0 3 ．8 7－．軍－ 24 ． 9 ．6

■ －1 －く （13 一0 ） 3 －4 （7 ．4－） 25 （8 ．4 ）

12 （13 ．8 ）－’ 4 ．3／ 7 ．6 26 10 ．1

13 －－ ．8 ・2 ′、27 （9 ・6）

14 （7 ．8 ） 28 8 ・0

第2表　SK006出土遺物法量一覧表　　単位はcm、（）は復元
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Ⅴ．結　語

今回報告した第8次・11次・13次調査において

検出された遺構は平安時代前半と平安時代末から

鎌倉時代との2時期に大別される。前者の遺構は

第13次調査区の北側で確認された掘立柱建物、土

坑群が該当し、9世紀後半～10世紀前半に位置付

けられる。SK006は9世紀後半の廃棄土坑と考え

られ、良好な一括遺物が出土した。該期は第1次

調査で10世紀の土坑が数基確認されているのみで、

本遺跡内では不明確な時期であった。また、それ

らの一部の遺構からは鉄棒が出土し、分析の結果

（付論参照）、鍛錬鍛冶樺との報告を受けている。

第11次・13次の境界付近の東側水田では耕作中に

多量の鉄棒が出土したとの所有者の話もあり、製

鉄遺構を含む該期の集落が第13次調査区周辺に広i
がっている可能性が高い。

3調査区で検出されたSD001を初めとして他の遺

構は後者の時期の所産である。SD001の詳細につい

ては前述されているため、ここでは本遺跡内の条

理地割に重複或いは関連のあると考えられる溝の

位置関係について記述を行う。第28図は現在まで

1

／／1

1

一丁．
．11

1

1十
．）．

に判明している該当の遺構を模式的に示したもの　－

で、南北方向の主水路（第7次SDOl、第5次SD1－1

00、第8．11・13次SD001）から分岐する東西方向

の分水路（第5次SDl01、第7次SDO3、第7次ト

レンチ、第8次SDOO2、第11次SDOO4、第12次SD

l01、第13次SD010）という有機的関係が看取され

る。主水路が1町単位に貫流するのに対し、分水

路は第5次SDlOlの様に半町位置にも認められ、ま

た直線的でなく鈎状を呈する。地形的制約が第一

因であると思われるが、用・排水路の機能差に起

因するものとも考えられる。
・

－36－
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第28図　田村遺跡溝配置図（1／3，000）



付論　田村遺跡第13次調査出土鉄棒の金属学的調査

大澤　正己

概要

古代に属する土坑より出土した2点の鉄棒を調査して次の事が判った。鉄棒は、鍛冶炉の炉

底に堆積した椀形状鉄棒で鍛冶淳に分類される。1つは欠損部をもつが256gの中型品で、折返し

曲げ鍛接の高温作業の排出物、残り1点は同じく端部を欠ぐ52gの小型品で鉄素材を鉄器に成

形後熱処理を行なう際に酸化防止に粘土汁を濯ぐ加工時の派生物である。2点共地元砂鉄を始

発原料とした鉄素材が使用されている。

1・いきさつ

田村遺跡は福岡高平良区大字田に所在する。1978年の第1次調査以降17次調査までなされて

いるが、調査区城のいずれかの土坑から鉄棒が出土していた。今13次調査で比較的多量に出土

した009と006の土坑の鉄棒について遺跡の性格を解明する目的から金属学的調査を行なった。

2．調査方法

2－1．供試材

2点の調査鉄棒の履歴と調査項目をTable．1に示す。

Table．1供試材の履歴と調査項目

符号 試料 出土位置
推定年代 1 計測値 調査項目

大 きさ（mm） 重量（g 顕微鏡組織 ピッカ－一ス、断面石要度
化学組成

TAM R．1 鉄準 009 － 平軍時代 78 ￥5 1￥38 ，256－ 、P 一・一 ○ ○

TAM R．2 鉄痙 006－13 区、．平安時代 165 ×50 ×－721 52 ○ 10 0 ．．

2－2・調査方法

（1）肉眼観察

（2）顕微鏡組織

鉄棒は水道水で充分に洗浄乾燥後、中核部をベークライト樹脂に埋込み、エメリー研磨紙の

♯150、♯240、♯320、♯600、♯1，000と順を追って研磨し、最後は被研面をダイヤモンドの3んんと

1鎚で仕上げて光学顕微鏡観察を行なった。
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（3）ピッカース断面硬度

鉄棒中の鉱物組成の同定を目的として、ピッカース断面硬度計（VickersHardnessTester）

を用いて硬さの測定を行なった。試験は鏡面研磨した試料に136。の項角をもったダイヤモンドを

押し込み、その時に生じた窪みの面積をもって、その荷重を除した商を硬度値としている。試

料は顕微鏡試料を併用した。

（4）化学組成

鉄棒の分析は次の方法で行なった。

全鉄分（Total Fe）、金属鉄（Metallic Fe）、酸化第1鉄（FeO）：容量法。

炭素（C）、硫黄（S）：燃焼容量法、燃焼赤外吸収法。

二酸化珪素（SiO2）、酸化アルミニウム（A1203）、酸化カルシウム（CaO）、酸化マグネシウ

ム（MgO）、酸化が）ウム（K2O）、酸化ナトリウム（Na20）、酸化マンガン（MnO）、二酸化

チタン（TiO2）・酸化クロム（Cr203）、五酸化燐（P205）、バナジウム（Ⅴ）、銅（Cu）：ICP（InductiveIy

Coupled Plasma Emission Spectrometer

：誘導結合プラズマ発光分光分析。

3．調査結果と考察

3－1．TAMR．1鉄棒

（1）肉眼観察

表皮は赤褐色を呈し平坦面に気泡を露出して荒れの少ない肌を有する。又、赤錆と粘土被膜

をかぶり、端部に木炭痕を残す。裏面は青灰色の粘土を付着し、木炭痕と反応痕をもった厚み

のある椀形浮である。鍛冶炉の炉底の形状をそっくり反映した樺である。上面の両端部を欠損

するが復元可能の形状であった。中型椀形品で256gを計る、。

（2）顕微鏡組織

Phot0．1の①～③に示す。鉱物組成は白色粒状のヴスタイト（Wⅱstite：FeO）が大量に凝集し、

その粒間に淡灰色盤状のファイヤライト（Fayalite：2FeO・SiO2）と暗黒色ガラス質スラグの極

く少量から構成される。当組織は鉄器製作時に鉄素材を赤熱鍛打し、折返し鍛接の高温作業時

に排出される。又、廃鉄器の再生材としての加熱時の排出に伴なう事もありうる。後者の場合

は精錬鍛冶樺と分類することもあろう。一応ここでは鍛錬鍛冶樺で挙げておく。

（3）ピッカース断面硬度

Photo・1の③にヴスタイト（Wⅱstite：FeO）粒の硬度測定の圧痕写真を示す。硬度値は412Hv
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である。ヴスタイトの文献上の硬度値は450～500ⅡⅤである。①該品は若干低目の412ⅡⅤであるが、

バラツキの範囲内としてヴスタ1トに同定できよう。

（4）化学組成

TabIe・2に示す。検鏡組織でヴスタイト（Wⅱstite：FeO）凝集をみた様に鉄分が多く、ガラス

質成分の少ない鉄棒である。すなわち、全鉄分（TotalFe）が65．05％に対して金属鉄（MetalIic

Fe）は0．09％、多くは酸化第1鉄（FeO）の59・91％で、これに酸化第2鉄（Fe203）の26．30％

が加わる。ガラス質成分（SiO2＋A1203＋CaO＋MgO＋K20＋Na20）は6．623％と少なく、こ

のうちの塩基性成分（CaO＋MgO）は0．81％と低値は精錬鍛冶には分類できない。更に、砂鉄

特有元素の二酸化チタン（TiO2）0・90％、バナジウム（Ⅴ）0．13％、酸化ジルコニウム（ZrO2）

0．47％、酸化マンガン（MnO）0．09％と組合せて考えるとやはり精錬鍛冶梓でなく鍛錬鍛冶梓

的成分である。

他の随伴微量成分についても特異な点はなく、酸化クロム（Cr203）0．232％、硫黄（S）0・0

3％、五酸化燐（P205）0．27％、鋼（Cu）0・001％であった。

3－2．TAMR．2　鉄棒（鍛錬鍛冶樺）

（1）肉眼観察

茶褐色を呈する偏平状三角形に近い椀形梓の欠損品である。表面は平坦で小気泡を露出し、

木炭痕を残す。また、ガラス化した部分も認められた。裏面も平坦状で鍛冶炉は浅底状と推定

される。肌は赤褐色で局部的に木炭痕を有していた。

（2）顕微鏡組織

Phot0．1の④～⑧に示す。鉱物組成は淡灰色長柱状のファイヤライト（Faya1ite：2FeO・SiO2）

主体で、これに白色小粒のヴスタイト（Wⅱstite：FeO）と、基地の暗黒色ガラス質スラグから構

成される。

⑥⑦に白色板状にヴスタイトが晶出して、一見鍛造剥片（赤熱鉄素材を鍛打した際に表面酸

化被膜が剥離する）に思われるが、よくみると違っていて擬似鍛造剥片状とも呼べるヴスタイ

ト晶出である。

該品は、恐らく鉄素材から鉄製品に成形されて酸化防止に粘土汁を塗られて加熱された時点

の梓であろう。椀形樺としても欠損品であるが52gと小型品で梓の量としても少ない。

（3）ピッカース断面硬度

Photo・1の⑧にファイヤライト（Fayalite：2FeO・SiO2）の硬度測定を行なった圧痕写真を示
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す。硬度値は540Hvである°ファイヤライトの文献硬度値は600－700Hvである管遺跡出土鉄棒

のファイヤライト硬度値は幾分低め傾向に出てくるので、この程度の値であればファイヤライ

トと同定できる。

（4）化学組成

Table・2に示す。全鉄分（TotalFe）は48．87％に対して、金属鉄（Matallic Fe）が1．25％、

酸化第1鉄（FeO）22．69％、酸化第2鉄（Fe203）は多くて42・87％の割合である。錆化鉄を含

む樺である。ガラス質成分（SiO2＋A1203＋CaO＋MgO＋K20＋Na20）は18．43％と左程多く

ない。このうちの塩基性成分（CaO＋MgO）は1．30％である。

砂鉄特有元素の二酸化チタン（TiO2）0・22％、バナジウム（Ⅴ）0・02％、酸化ジルコニウム

（ZrO2）0．04％らは低値で、酸化マンガン（MnO）も0．10％と少ない。鍛錬鍛冶樺に分類され

る。

他の随伴微量元素らは、酸化クロム（Cr203）0・201％、硫黄（S）0・04％と通常であるが五酸

化燐（P205）のみは0．57％と高めである。単なるバラツキか、木炭起因か、それとも高燐素材

の使用があったのか気がかりな値である。鋼（Cu）の0．004％は砂鉄成分の範囲である。

4・まとめ

田村遺跡第13次調査の土坑出土鉄棒は、ジルコン（Zr）含有から、地元低チタン含有砂鉄系

鉄素材を使った鍛冶作業の排出梓に想定された。鍛冶は鉄器製作最終工程の鍛錬鍛冶である。

鉄棒を出土した土坑（009、006）近くに鍛冶工房があって鉄器製作がなされたと推定される。

調査鉄棒は鍛冶炉の炉底に堆積した椀形樺であった。

注

①　日刊工業新聞社『焼結鉱組織写真および識別法』

符　 号 硬度測定対象物 硬度実測値 文献硬度値※ 1

F a ya lite （2F eO ・S iO 2）※2 56 0，588 600－700H v

磁　　　 鉄　　 工　　　 ※2 5 13，506 530－6 00H v

マ ル　 テ　ン　サ　イ ト　※2 －64 1 633－6 53H v

W ⅰistite　 （ F eO ）　 ※3 4 81，47 1 450－5 00H v

M ag ne tite （F e 30 4） ※4 6 16，623 500－6 00H v

磁　　 鉄　　 鉱　　 ※5 56 3，506 458－613H v

亜共析鋼 （C ：0．4％）※6 175 160－2 13H v
i

②　①と同じ

－40－

※1　日刊工業新聞社『焼結鉱組織写真および識別法』

1968他。

※2　滋賀県草津市野路小野山遺跡出土遺物　7C未～80初

※3　兵庫県川西市小戸遺跡出土鍛冶樺　40後半

※4　新潟県豊栄市新五兵衛山遺跡出土砂鉄製錬淳UIvtjsplhel
平安時代

※5　大阪府東大阪市西之辻16次調査出土錆造鉄斧

古墳時代前期

※6　埼玉県大宮市御蔵山中遺跡鉄錆　5C中頃



Ta
bl
e・
2　
鉄
棒
と
鉄
塊
系
遺
物
の
化
学
組
成

試
料
番
号

．
－遺
跡
名

出
土
位
置

種
別

推
定
年
代

全
鉄
分
金
属
鉄
酸
化

第
1
鉄

酸
化

第
2
鉄

二
酸
化

珪
素

酸
化
－

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

酸
化

か
レ
シ
ウ
ム

酸
化

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム

酸
化

椚
ウ
ム

酸
化

ナ
ト
リ
ウ
ム

酸
化

マ
ン
ガ
ン

二
酸
化

チ
タ
ン

酸
化

ク
ロ
ム
硫
黄
五
酸
化

燐
素
炭
素
バ
ナ
ジ
ウ
ム
鋼
酸
化

ジ
ル
コ
ン
造
津
成
分

造
淳
成
分
T
i
O
2

注
（T
o
ta
l
F
e
）
（
M
e
ta
lli
c

F
e
）
（
F
e
O
）
（F
e
20
3
（S
iO
2）
（A
lの
3）
（
C
a
O
）
（
M
g
O
）
（K
20
）
（N
a
カ
）
（
M
n
O
）
（T
iO
2）
（C
r
2㈲

（S
）
（P
カ
5）
（
C
）
（
Ⅴ
）
i
（
C
u
）
（Z
r
O
2）

T
o
ta
l
F
e
T
o
ta
l
F
e

Y
A
M
A
－
1
山
崎
古
墳
群
第
2
次
0
－
1
号
墳
　
墳
丘
表
土

精
錬
鍛
冶
一輝
6
0
末
－
7
0
5
3
．
7
0
0
．
2
5
5
2
．
7
6
1
7
・
7
9
1
4
．
3
8
3
・
4
1
1
．
6
8
0
．
6
9
1
．
7
4
0
．
5
3
3
0
・
2
1
1
．
7
3
0
・
1
6
4
0
．
0
6
0
・
2
7
0
．
0
2
0
・2
3
0
．0
0
3
1
．
3
9
2
2
．
4
3
3
0
．
4
1
g
′
－
0
．
0
3
2
①

Y
A
M
A
－
2
山
崎
古
墳
群
第
2
次
0
－
1
号
墳
前
庭

精
錬
　
鍛
　
冶
　
樺
6
C
末
－
7
0
5
1
．
6
2
－
1
．
3
4
－
3
9
．
8
9
2
7
・
5
6
1
5
・
2
5
3
・
7
4
1
．・
3
9
0
．
彿
0
・
5
6
3
0
．
1
8
8
0
・
1
7
1
・4
0
0
．
0
8
3
0
．
0
8
0
．
2
4
0
．
0
3
0
・
1
6
0
．0
0
1
1
・
1
2
2
1
・
7
2
1
0
・
4
2
1
、0
、
0
2
7
①

Y
A
M
A
ー
3
山
崎
古
墳
群
第
2
次
0
－
1
号
墳
羨
道
R
－
9
7

砂
鉄
－精
錬
渾
6
C
末
－
7
C
4
8
・
5
3
0
・
1
7
4
6
．
2
5
1
7
・
7
4
1
7
・
3
7
4
．
1
1
2
・
9
1
0
．
ウ
2
0
・
9
6
3
0
．
3
9
8
0
・
3
4
3
．8
4
0
．
2
0
1
0
・
0
3
0
．
2
5
0
．0
1
0
・
4
2
0
．
0
0
2
2
．5
3
・2
6
．
4
7
1
0
．
5
4
5
0
．
0
7
9
①

Y
A
M
A
一
4
山
崎
古
墳
群
第
2
次
0
－
1
号
墳
閉
塞
R
－
9
5

精
錬
　
鍛
　
冶
　
音字
6
0
末
～
7
0
5
2
．
1
9
0
．
3
6
3
7
．
8
7
3
2
・
0
2
1
2
．
8
7
3
・
6
9
1
・
1
1
0
．6
6
0
・
4
6
3
0
・
1
3
0
0
．
1
5
1
・
7
9
0
・
1
9
6
0
．
0
7
0
・
1
9
0
・0
g
0
・
3
1
0
．
0
0
2
．
0
・9
4
1
8
．9
2
3
0
．
3
6
3
0
・0
3
4
①

Y
A
M
A
－
．5
山
崎
古
墳
群
第
2
次
C
－
1
号
墳
閉
塞
R
－
9
6

鉄
塊
　
系
　
遺
　
物
6
0
末
～
7
C
4
9
．
8
3
0
．
5
1
2
5
・－8
0
4
1
．
8
4
1
7
．－1
1
3
．
8
4
0
．
6
5
0
．
3
7
0
・
4
7
3
0
．
1
4
5
0
．0
6
0
．
3
4
0
．m
3
0
・
0
3
0
．
1
8
0
．
0
2
0
．
0
6
0
．
0
0
2
0
．
1
9
2
2
・5
8
8
0
・
4
5
－3
－
0
．
0
0
7
①

T
A
M
R
－
1
田
　
村
1
3
　
次
T
M
R
－
1
3
　
0
0
9

鍛
錬
　
鍛
　
冶
　
盲宰
9
C
後
半
6
5
．0
5
0
．
0
9
5
9
・
9
1
2
6
．
3
0
4
．0
5
－
1
．
6
9
0
．3
9
0
．
4
2
0
．
0
4
8
0
．
0
2
5
0
．
0
9
0
・
9
0
0
．2
3
2
0
・
0
3
0
．
2
7
0
・
0
2
0
・
1
3
0
．
0
0
1
0
・
4
7
6
．
6
2
3
0
．
1
0
2
．
0
・
0
1
4
（
②

T
A
M
R
－
2
田
　
柑
－1
3
　
次
T
M
R
－
1
3
－
0
0
6
3
区

鍛
錬
　
鍛
　
冶
　
音字

平
安

4
8
．8
7
1
．
2
5
2
2
．
6
9
4
2
．8
7
1
2
．
1
3
4
．
5
4
0
・
8
2
0
・
4
8
0
一
2
8
0
0
・
1
8
0
0
．
1
0
0
・
2
2
0
・
2
0
1
0
・
0
4
．
0
・5
7
－
　
0
．
0
3
1
0
・
0
2
0
・
0
0
4
0
．
0
4
1
8
・
4
3
0
0
・－3
7
7
i
0
・
0
0
5
②

2
M
－
8
3
1
B
田
　
村
　
2
　
次
第
2
地
点
S
C
O
2

鍛
錬
　
鍛
　
冶
　
音字

鎌
倉

5
3
・
8

－
5
4
．
1
1
6
・8
0
1
5
．
8
2
6
．2
4
2
・
1
7
0
・
8
5

－
－
0
．
1
0
0
．
2
5
N
i
l
0
．
0
1
6
0
．
3
2
0
．、1
9
0
・
0
0
8
0
．
0
1
3

－
2
5
．
0
8
0
．
4
6
6
0
．
0
0
5
③

E
－
8
5
．3

田
　
村
1
5
　
次
第
1
0
地
点
1
区
S
D
－
1
0
0

鍛
錬
鍛
　
冶
　
揮

鎌
倉
－
6
0
・
8

－
5
7
・
7
2
2
．
8
1
1
2
一
4
4
3
．
1
6
0
．
8
7
0
．
4
0

－
－
0
．
0
8
0
・
1
2
N
i
l
0
・
1
4
0
・
3
3
1
・
4
1
0
・
0
0
7
0
．
0
0
5

－
1
6
．
8
7
－
0
．
2
7
8
り
．
0
0
2
④

U
M
E
－
1
梅
　
　
　
　
　

林
A
区
東
南
隅
段
落

砂
鉄
　
製
錬
　
盲宰
5
0
後
車
～
6
0
中
　
5
4
．
7
－
5
7
・
1
－
1
4
．
6
8
1
3
・
4
6
3
・0
1
1
．
2
12
0
・
6
6
0
．
5
2
0
－
0
7
8
0
．
3
0
3
．
6
9
0
・
1
9
0
．
0
4
3
0
・
0
1
8
0
．
0
6
0
．
3
3
0
．
0
0
5

－
1
8
．
9
4
8
0
・
3
4
6
0
．
0
6
8
⑤

U
M
E
�
2
梅
　
　
　
　
　

林
C
区
羨
道
前
面
ト
レ
ン
チ
哩
土
中
含
　
鉄
　
鉄
　
音
宰
5
0
後
半
～
6
C
中
5
2
．
5
－
1
．
6
5
7
3
．
2
1
1
．
2
0
4
－．3
6
0
．
0
7
．
0
．
0
3
0
．
0
1
5
　
N
i
l
0
・
0
3
0
・
1
2
0
・
0
1
0
．
g
0
2
0
．
。
2
6
0
・
9
5
0
．
0
0
8
－
0
．
0
0
3
－
1
5
．
6
7
5
0
・
2
9
9
0
．
0
0
2
⑤

1
U
M
E
－
3
梅
　
　
　
　
　

林
C
区
羨
道
内
覆
土

合
　
鉄
　
鉄
　
棒
5
0
後
半
～
6
0
中
4
4
・
6
－
2
．
2
3
6
1
．
2
2
2
・
1
8
5
・
5
2
0
．
0
8
0
．
1
3
0
．
0
5
2
N
il
．0
．
0
1
0
．
1
9
0
．0
1
0
．
1
4
2
0
・
0
4
7
0
．
6
9
0
・
0
0
3
0
．
0
1
9
－
2
7
・
9
6
2
0
・
6
2
7
0
．
0
0
4
由

Ⅴ
－
9
0
1

内
　
療
　
原
　
田
排
樺
場

鉄
塊
系
遺
物
（
錆
化
）

1
0
0

5
4
．
3
4
1
．
0
6
5
．
1
2
7
0
．
4
9
7
．
0
0
1
．
8
7
0
．
4
9
0
．
1
1
－0
．．
3
5
7
両
6
4
0
・
1
0
0
．9
6
0
・一一1
5
2
0
・0
4
2
8
．
4
1
5
0
・
3
0
0
．
2
3
6
0
・0
0
1
－
9
．
8
9
1
0
・
1
8
2
‘
’0
・
0
．1
7
6
⑥

V
1
9
0
2

内
　
野
　
原
－
田
排
渾
場

砂
鉄
　
製
　
錬
　
音宰

1
－O
C
．
5
3
・
0
8
0
．
4
6
4
2
・
5
7
2
7
・
9
2
1
1
1
．
7
7
3
・
3
0
2
．
0
5
0
．
9
3
0
．
6
3
6
0
．
1
2
3
0
・
2
3
2
・6
8
0
・
4
7
2
0
．0
5
8
0
・
2
3
2
0
．
1
0
0
・
5
6
2
0
．0
0
3
－
1
8
．
8
0
9
0
．
3
5
4
0
・
0
5
0
4
⑥

Ⅴ
－
9
0
3

内
　
野
　
原
　
田
排
淳
場

鉄
塊
系
遺
物
（
錆
化
）

1
0
0

4
2
．
2
8
0
・
3
8
1
0
．
5
4
4
8
．
2
0
2
1
・
8
0
5
．
8
8
－
0
・
6
6
0
・3
3
1
．0
0
0
・2
1
6
0
．0
8
0
・
7
3
Ⅰ0
・
1
8
6
0
・
0
8
3
0
・
2
1
0
0
．3
5
0
・
1
5
4
0
・
0
0
1
－
2
9
．
8
8
6
0
・
7
0
6
0
・
0
1
6
5
（
む

Ⅴ
－
9
0
4

内
　
療
　
原
　
田
排
淳
場

砂
　
鉄
　
製
　
錬
　
渾

1
0
C

5
0
・
5
5
0
．
9
4
2
0
．
9
2
4
7
．
6
8
9
．9
9
2
・
5
7
0
．4
6
0
．6
9
0
．
4
9
6
0
・
1
0
8
0
．3
6
5
・
8
7
0
．15
5
6
0
．
0
5
0
0
・
3
5
6
0
．
2
0
．
0
．3
2
0
0
－・
0
0
3
’
－
1
4
・
3
1
4
0
・
2
8
3
0
．
1
1
6
1
（
釦

U
T
N
H
－
1
1
内
　
野
　
原
　
田
排
渾
場

砂
　
鉄
製
錬
　
浮

1
0
C

4
5
．8
9
0
・
2
8
4
7
・
3
3
1
2
．
6
1
1
6
．3
9
5
．
4
0
1
．3
8
1
．
0
1
0
．
8
7
3
0
．
1
6
3
0
．
4
0
8
・
5
0
0
・4
8
6
0
．
0
5
0
．
1
8
0
・
0
1
0
・
4
1
0
・
0
0
台
1
．
2
7
2
5
．
2
1
6
0
．
5
4
9
0
．
1
8
5
⑥

K
E
Z
－
1
A
ク
　
ー
エ
　
ー
ゾ
　
ノ
1
号
墳
袖
製
鉄
炉

砂
鉄
　
製
　
錬
　
澤

1
0
0
？
4
2
・0
2
1
．
8
7
4
5
・
4
0
6
．
9
5
2
1
．
5
5
．
1
6
3
．
3
6
0
・
9
6
1
・
1
1
0
．
1
6
0
．
6
2
7
・
7
6
0
．－2
7
－
0
・
0
4
‘1
0
・2
5
0
・
1
4
0
．
2
7
0
・
0
田
4

－
3
2
．
2
5
－
0
・
7
6
7
0
．
1
8
4
6
（
②

K
B
Z
－
5
A
ク
　
エ
　
ゾ
　
ノ
5
号
墳
周
溝

精
　
錬
　
鍛
　
冶
　
樺

1
0
C
？
－
6
4
．
0
4
2
・
2
0
6
8
．
7
5
1
2
．0
1
6
．
6
9
1
．
7
8
2
．
1
2
0
・
9
2
0
．
4
3
0
・
1
1
1
0
．
2
8
1
・
4
1
0
・
2
9
0
．
0
1
台
0
．2
1
－
0
．．－0
5
－
0
・
5
5
0
・
0
0
2

－
1
2
．
0
5
0
．
1
8
8
0
．
0
2
2
0
⑦

H
G
I
4
－
1
－
東
　
入
　
部
4
　
次
0
1
0

精
．錬
鍛
　
冶
　
繹

9
C
頃

5
2
．
9
7
0
・
3
2
4
7
．
5
6
2
2
．
4
2
1
5
．
0
5
．8
2
．
2
・
5
6
1
・
3
8
0
・
8
8
5
0
．
3
3
5
0
．
1
2
1
．
1
6
0
・
2
7
0
．
0
3
0
．．2
7
－
　
0
・
2
6
0
・
2
3
0
・
0
0
2
1
．
0
2
5
・
9
8
：
0
・
4
9
0
0
・
0
2
1
9
⑧

‘H
G
I
4
－
2
東
　
入
　
部
4
一
次
0
3
5

砂
一
飯
製
錬
樺

9
0
頃

4
9
・
0
3
0
．
2
1
5
1
．4
5
1
2
．
6
2
1
4
．
1
3
・3
0
4
．
4
2
0
・
9
6
1
．
0
2
0
・
2
1
5
0
．
4
2
4
・
6
0
0
．
3
1
0
、．0
2
0
．2
5
0
・
1
0
0
．
2
5
0
・
0
0
2
3
・
5
2
4
．
0
1
5
0
．
4
9
0
0
．
0
9
3
8
⑧

H
G
I
4
－
3
東
入
部
4
次
0
4
2

砂
　
鉄
　
製
　
錬
　
梓

9
C
頃

3
8
．
8
3
0
・
1
6
4
2
．7
4
7
・
7
9
2
8
・
9
　
－
7
・5
8
3
・
2
5
．1
・
4
4
1
．
5
1
0
・
5
5
7
0
・
2
0
1
．
4
4
0
．
1
2
0
・0
2
0
．
3
7
0
一
1
0
0
．
2
6
0
・
0
0
2
1
．5
4
3
・
2
3
7
1
．
1
1
3
5
0
・
0
3
7
1
⑧

H
G
I
4
一
4
東
　
入
　
部
4
　
次
0
5
7

砂
　
鉄
　
製
　
錬
　
揮

9
C
頃

4
7
．．
1
7
0
．
2
1
3
4
．9
7
2
8
．
2
8
1
9
．
6
4
．
3
5
2
．
0
4
0
．
7
6
1
－・
2
2
0
．
5
4
7
　
－
0
・
1
5
1
・－1
5
0
．
1
7
0
一
0
1
0
一、3
6
0
．
0
9
0
・
1
5
0
．
0
0
2
0
・
5
2
8
．
5
1
7
0
．6
0
4
6
0
・
0
2
4
4
⑧

H
G
I
4
－
．5
　
－
東
　
入
　
部
4
　
次
0
5
9

砂
鉄
　
製
　
錬
　
淳

9
0
頃

6
3
．
4
8
0
・
3
3
6
9
．0
8
1
3
．
5
2
7
．
7
8
1
・
9
2
1
．
4
1
1
．
0
4
0
・
4
5
－5
0
．
1
2
5
0
・
1
8
／
1
．4
0
0
・2
3
り
・
0
1
0
．
2
2
0
・
1
1
0
．
3
0
0
．0
0
2
1
・
5
1
3
．
2
3
0
・
1
9
2
7
0
．
0
2
2
1
⑧

H
G
I
4
－
6
東
　
入
　
部
4
　
次
0
1
8

痛
錬
鍛
冶
梓

9
C
頃

6
3
・
8
3
0
・
2
4
6
7
．2
1
1
6
．
2
3
5
．
8
4
1
．
9
8
り
・
9
8
0
・
7
2
0
．
1
9
3
0
・
0
5
8
0
・
2
7
2
・8
3
0
．
5
2
0
．
0
1
0
・．1
9
0
．
0
6
0
．
3
8
0
・0
0
2
1
．
4
9
．
7
7
1
0
・
1
5
3
1
0
．
0
4
4
3
⑧

Ta
bl
e・
2の
注

①
大
澤
正
己
「
山
崎
古
墳
群
第
2次
調
査
出
土
鉄
棒
の
金
属
学
的
調
査
」
『
山
崎
古
墳
－
第
2次
調
査
－
』
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
38
0集
　
福
岡
市
教
育
委
員
会
19
94

②
大
澤
正
己
「
田
村
遺
跡
第
13
次
調
査
出
土
鉄
棒
の
金
属
学
的
調
査
」
『
田
村
遺
跡
Ⅸ
』
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
38
4集
　
福
岡
市
教
育
委
員
会
19
94

③
福
岡
市
教
育
委
員
会
『
田
村
遺
跡
II
』
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
10
4集
19
84

④
福
岡
市
教
育
委
員
会
『
田
村
遺
跡
Ⅴ
』
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
19
2集
19
88

⑤
大
澤
正
己
「
梅
林
前
方
後
円
墳
出
土
鉄
棒
の
金
属
学
的
調
査
」
『
梅
林
古
墳
』
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
24
0集
　
福
岡
市
教
育
委
員
会
19
91

⑥
福
岡
市
教
育
委
員
会
報
告
書
準
備
中
　
担
当
　
池
田
祐
司
氏

⑦
福
岡
市
教
育
委
員
会
報
告
書
準
備
中
　
担
当
　
常
松
幹
雄
氏

⑧
大
澤
正
己
「
東
入
部
4次
調
査
出
土
鉄
棒
の
金
属
学
的
調
査
」
『
東
入
部
遺
跡
群
Ⅰ
』
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
38
1集
　
福
岡
市
教
育
委
員
会
19
94



（1 ）T A M R － 1

田 村 遺 跡 1 3 次

0 0 9　 出 土

鍛 錬 鍛 冶 樺

－

．－

寺

．

酵

睾

1．・

文ポ

・な

く5毒
．

※乾薫

弘
十

こ．一一．．

－

莞

ゑ

／． ． 華

．，、ヽ

＼ 一議

①　 × 1 0 0

W u s tlte

嶺 寵

『袷1
袷蔦

舅

．．

モ戈X護
鬱

履）や

葉 霹

音

．

．

J・＿ノリ
一　 線

． 1

・・

マ

芸諺

・
、講

1

　　　　 ．、
隼 竃

鶉

哉

礫轍
こ－
．
3

／－

一一一一一邸

，・

敲

（②　 × 1 0 0　　　 ③　 × 2 0 0 追 ■ ヽ．

W　 t t　　　　　 硬 度 圧 痕

琶

モ S
．

無産

激
．．

・・ ．，1
／

u s l e　　　　　　　　 又 土 艮

4 12 H v 荷 重 2 0 0 g

允実

＼ ・

唇

一

一、．．－ヽ 一ザ

．

l

ヽ －1・
．

外 観 写 真 1 ／ 1 ・7 ．
／ ・ 1

．

2

，

．■．

・　　　．
ト　　　　 ．ヽヽ
．．

たc 撫

．

？．

． ．
xX、ニ

ヽ
取

1

・

ヽ 鶴 髄

ヽ

一…∴ニー　 一曲 一一一一一．一一一一一一．…一一一一

．

．

・　＼

．

ヽ・．
．れ

gc

ⅴ導

浴・
ⅴⅴ楷

華 藤

．
迂摂

取諾

－　 ．

一一． －．． 一片
．

ヽ

．

輝騒
十

重

／

1

、）．

．

．まHgc

糎3

一 ・窯1 際　 ⅴ

一
章鮭　 ウ　雲

翠畢醤珠

・

戎　　　　　　本

＼

十
．
／

鶉

弘

．
／

．
圭

．

料一一一一一一
鶴田

、・／ゾ。 豪 華 ． 1
・

（2 ）T A M R － 2

鳶
東拒くl・

拝奴揮毎
ヂ事　 象

．　　1

一、－）一章 餓

く）・岸　）†醒

．．。3．－

．粁

4 甕

鞍琵憲
藍育

辞

．

区－．－ 言辞芳 iぺ

田 村 遺

0 0 6

鍛 金

跡　 1

3 区 出

東鍛 冶 盲

④

3 次

土

宰

．出．田．－

鞍
喪 端

末こ一文こ

／

競

も

診

畢
萄

竜

．－・
感

す
．　　　　　－
l

1－－．

工と
ナヽえ罵

欄

ぶ

音滅

．－．
文ぢ 主．

鞘

寵

・喪
濫・3．．，〉

薄 弘

謬

哉
崇
渚
）

× 10 0

W u s t lt e

・

貼

市 若

くⅠ

酷

義

一一一．

1本

額

ガ餓
－－こ寺

航

空

鼓

⑤　 × 4 0 0

④ 拡 大

⑦　 × 10 0

白 色 部　 W u s tl

⑥

板

⑧

te
5 4 0

真 1

× 1 0 0

状 W u s t lt e

×2 0 0

硬 度 圧 痕

H v 荷 重 2 0 0 g

竃

嶺
・

三

．・
．・

，千載
．容え
護3
繁

く12蝋
．－．
餞

．．－．

．

・

．・

，．詳
営

埠

．一

一．

．…・一一
．．㌍〈　壙

調製

）

鞍下

．▼
・醇親

告）

競

逓減
外 観 写 ／ 1 ・3 江藤 葺C ．－．

5

ギここC
土　／

太C

ムⅴガここ

．．－

）琵盛
．．．

一　一

一盛

6

1

酒
封
ヾ

／／

茸
葺錐

）汚
損　 軒

．甕≡粉 、．－．5－－こ．，．

韻

潤

弄 頭

損鰻 拶 鞠
照 覧

丸

黙

諾は
鞍昌
／1
．1．－
写 鞘

もニ

、

（太く

ガガザ嘉擬

／

覇
1坂

畏た

Ⅱモ輩 監 濁

諸本

比京

．慧
弘一、1尊 昭 一鑑
櫛
8　°

′

、－掛

霊草

一・擁一、出

1

雛

と
Ⅱ

と

4

露

青 果
等　 ・
僻

，ぢ

たこ

・．－・Cぶ残

1　㌔

朔錆項尉

艦 ． 1－．．．こ．、潜

°　I
や

・華 ∵ 斗 腎 が 晶

・

55 1

′
）

ⅴ1．・
善

臣
を

〃拙速甕

ガ君

．　 一）

亀 1轟

．

ヨ1－封 喝

． 蟻蜃

）8

・鮎 。－鞄／．

〃塙

※蔵汐乾古橋

菜 ．哉 当
61 ．、－－一考 監 越 車3．1宏一． －

7
－土

∈串

先※ 炎）

1
簿

競

・

′

管

Ⅱ

★

．
一

8
睾野　 X

，／構班
、附

管 芸当
先 頭 感 鳥 喜 官

宕

．33主 謙 “ⅴ驚）′ⅳ　Y

HⅡ　　　　　　　某6讃

野澤笠㌣※デ戦痕財鷲

盟 萱慧

完希有東ⅴ
喜怒 炒3

2S5

本cc

．1‡鵠
′　－
／．．／
駁轟断鵜

憂 ヽヽ ・

、．－嘘

鞍

暮

舗

洩鯛持那末
の1ガ
索莞　享語
群竃
登場膠亀多選巨憲静艶醍

寝た°Hⅴ　　Ⅱ掘革
録音彬襲第
十　／

ぢ文や．▼．葦欝や議㌫
監 頚 だ 泡 接 触 蕾 ）持

mぶ
リ．星・・＃望
遠貪

．．甕 菖・．
構 撒 宜

〈．

．
ン2境

泣
土51こr

5

ゑⅠ

－書写．

へ　と。霊鳥
寓　産
土

圭 童心／搾ⅴ

粥　　　　　親彗

一
一． －　ノ．

／
ヌ暮雲－－．

．

．
蔑 隼
ヶ）競

頚　 表 ．
烹 篭
痩 憲 賢 喝 努 包

募 瀬 ．辞 密 生 梵
妻鬱輿

．－　儲
滞

亀 ・、．・致　 惑 藷

告

拉
譲

該

房托邑好く
群．11

勇勒r
－）．1．

差
免
＋勇

多）聖書こ，・’蛮 鴛 輩

ニー，一こ

珠 拙 潤 掟 班 汽

弔 接措 置 竃 避

5
袈

頴品
。甕
／

， 土

ヽ

．〆1≡好露 ．′′一cc．．．

）．一
女　 巨

窮㌍
彊缶

戎
）に
覧
i
玩

班 瑳
慰
繹

守

や

文i

弘
議
土
逆

メガ努
琵
甕

如

1

書ニー．’ニ

禁激阜蒜．

甜　 托
Ⅱ　　（叛鳥

鷲
一

現稚

拙諺
C実

・

．孟弘 ．藷

触

当

Photo・1　鉄棒の顕微鏡組織（×87％）

－42－



図 版



田村遺跡周辺航空写真



図版2

（1）第8次調査区南半部全景（北から）

（2）第8次調査区南半部全景（南から）



図版3

（1）第8次調査区北半部全景（北から）

（2）第8次調査区北半部全景（南から）



図版4

（1）第8次調査SDO01南壁土層断面（北から）

（2）第8次調査SD001北壁土層断面（南から）



図版5

第8次調査出土遺物



図版6

（1）第11次調査区全景（南から）

（2）第11次調査SD001（南から）



図版7

（1）第11次調査SDOOl（北から）

（2）第11次調査SD001土層断面（南から）



図版8

（1）水田跡土層断面（南から）

（2）第11次調風景（南から） （3）SD002土層断面（西から）



図版9

第11次調査出土遺物



図版10

（1）第13次調査区南半部全景（南から）

（2）第13次調査区北半部全景（南から）



図版11

（1）SKOO6（東から）
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図版13

第13次調査出土遺物Ⅰ



図版14

第13次調査出土遺物II
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